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連載

○次号予告 84

ヒト核移植胚は体細胞ゲノムを転写活性化して胚盤胞に発生する
ヒト体細胞核移植において，Ca 不含培地下に20倍希釈センダイウイルスを用い
て細胞融合することで卵子早期活性化を抑制できる。さらに Ca イオノフォア，
リン酸化阻害薬，翻訳阻害薬による卵子活性化およびヒストン脱アセチル化酵素
阻害薬添加下に胚培養を行うことで胚盤胞発生が促進される。この２倍体胚盤胞
は体細胞ゲノム由来 GFP（green fluorescent protein)（緑）を発現する。
� （吉村　𣳾典）

(Nature 510：533-536，2014より引用）
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